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島根牛島一漁村の学．童調査

内　　山　登　　美　　子

I　まえがき．

　現代の教育は教師の理論の押し付けや，教科内容のたたきこみであつてはならないことはい

うまでもなく，・さらに児童，生徒の自発的活動を引出し，’老の意慾を核心としてつみあげられ

ねばならない。とすれぱ教育の理念，方法，教科内容なとの教師側に属すると普通考えられる

ものをよく研究するとともに，児童，生徒側，すなわちその素質，環境，関心などをよく知る

ことが，これまた必要不可欠なことである。　　　　　　　　　　』

　児童生徒に関する一般的知識は近来非常に高まつて来てし）る。すでに多くの研究業績も発表

されている。しかしこれを細かく考えると，いろいろな立場や観点から沢山な階層，集団にわ

けること加出来，それぞれの分野における研究となれば，・よ’うやく始まつたばかりであるとい

つても過言ではあるまい。

　この研究は島根県下の一漁村部落，とくに近親結婚の濃厚な地帯における学童の身体発育並

びに精神発育の実態調査である。

　遺伝が身体並びに精神発達に深い関係のあることはいうまセもない。とくに近親糸舎婚がとれ

等にどういう結果を示すかについては，特殊な事例の研究は詳細なものがあるが，一般的なも

のは比較的似）・近親結婚がややともすると望辛しく鮎）結果となることが認められて・平近

は近親結婚の集団的な存在は段々少くなつて来ているが，後進地域であり，貧困な島根県にお

いてはまだまだ近親婚の濃厚埠が少くない。この研究の対象とした学章ρ地域もそρ二づであ

る。‘．

以上のような鯨から遺伝特に近親蹄が学童の身体並び！こ精神発育にど千な関坪を持㍗

を明かにし，現代における学校教育並びに杜会教育の推進にいく分かでも役宰てたいというg

が私の期待である。

I調査方＝法

　本調査は昭和31年8月上旬から下旬にわたつて行つたものである。調査実施にあたり，鹿島

町立恵曇小学校長∵．並びに先1生牟埠元役場の閤係諸手・片句婦人会早・部落会雫・地元長老

の方々に本調査の目的，方法を充分に説明して協力を頂いた事は勿論であるが，烏取大学医学

部精神科主任教授新福先生並びに管野先生の御指導御協力と，島根大学教育学部の女子学生二

人の協力によつてなされた。
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　調査方法は調査地に出かけ聴取りの方法によつた。

　調査用紙第1，’第2，席3の3通りを用意して8月5目から睦島町役場た出かけ，明治5年

以来の戸籍簿によつて調査を初めた。30年問同町の戸籍係をして来たという係りの方からの聴

き取り記入が来る日も来る日も？ゾいた。　十　　　　　　　　1

　役場での調査がおわつてから調査部巷に出かけた。

　同地に住み，かつては長年同地分校で教職につかれ，現在は婦人会長として社会教育につく

されている・山本富子軍宅に出かけ・同氏及び御主人・御母堂の協力によつてつぷさに各戸の

甲甲野咋　・一．
　一応部落全体の調査がおわつた後，学童のある家庭のみを抽出し，学童1人づ㌧第1，第2

調査用紙に必要事項を記入して学童の家庭訪問を行い必要事項を聴取した。部落会長並びに同

苧落9方々の協力です↑てが好意的に行峠㍗調査もはカニどつた・

　8月23日と24日は学童を学校に集めて知能テストと，管野医師による身体検査を行つた。4

早学律下行われた身体検査ρ結果も利用したρ・

．，第3郡査用紙は学童の担任教師に言己入を願つた。

一向却能テスト1ま田中．B式を用いたが・学校でなされたテストを利用し今度のテスト結果は参

考にした。

　向郡落民の人口動態，罹病状態は全町保健婦小川淑子氏の協力により役場の資料や直接医師

にあつて聴取して頂いたものである。

．・又長年同部落で助産婦を開業←ている方g協力も加つ下いる・

　使用一した調査票は次の軍りである。・

調　　　奪．　　表

、1．奉族構、成 ’人員　　　　名　　　　姓　． （第調査用紙）

続柄 年令 職業 知能程度

離一婚別居死別

現在症
アノレコール嗜癖

高血圧
小児夜驚プいれん

備．考（転出家族）

（註）｝世帯主を申心として世帯主には○印を符すこと。曽祖父以下の死因を備考欄に記入のこと。

2．村内者か．外来者か 然　り。　　　否。　（この場合は．．何時から来たか）
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3．病症関係

イ・．椿　神．　病 続柄 初発年令 未治・治癒別 独・非独別 備　　　　考
精神分裂病
躁　蟹　病
進行まひ（梅毒）

てんかん
口．異常性格（変り者）

ハ．低　　　　能
二．自　殺　　者
ホ．犯　　罪　　者

へ．聾・唖・盲
ト．変　　　　死
チ．神経症・神経衰弱

リ．そ　　の　他
ヌ．崎　　　　形

4．遺伝歴及び病者の同胞関係（曽祖父母迄の家系調査）

1一

『

ド

○

5．症状の概要

6．血族結婚

　　　①曽祖父母以降の有無

　　　③　いとこ半婚数

7．乳幼児死亡原因

②従同胞（イトコ）婚数

④再従同胞（’フタイトコ）婚数一

年令f死亡年 原　　　　　　因
1年．令 死亡年1原
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sokyu



児童診断票
（第二調査用紙）

保護者
氏　名

畦
月

月
才

男昭和年

女満
名一

童
児

－
　
，
胡

㎏匁　
　
　
　
語

重
　
　
発

体時下生
一

殉
　
朋

）
｝

相
子

　
鉗
）

　
　
人

　
難
．
　
　
　
傷
ん
欲
食
眠
尿
癖

　
一
．
混
・
　
　
　
　
　
一

（
安
・
況
め
者
症
　
れ

確
㌦
状
晶
病
一
い

瓢
省
き
な
な
外
一
け
食
偏
屈
夜
習

－
熟
出
栄
授
歩
－
主
主

　
　
　
　
　
　
｝
　
．

胎
生
期

一
生
産
時
並
、
に
乳
幼
児
期
一

）IlQl’（M．A
C．A

貌
一
語
作
度
情
格

容
言
動
態
感
性

精

神

検
査

　
右
左

疾
力

耳
視

頭形
どもり

囲
力

頭
聴

重
神
型

体
色
崎

長
列
型

身
歯
体

蜥
鯛

膨
学
嚇

（第三調査用紙）

日　常　行　為

学業成績
学校における性行’

通学状況
棄友関係

身体検査の結果特記すべき事項（体型，目，耳，言語等）

性　　　　格
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皿　片旬というところ

この廠g檸≒なつた学童の居住地島根県へ束碑島町字片句はrまえカ！き斗．にも述べた

ごと晦結婚め平下でも有数な濃厚地苧であξヰニ？に即・、近親結婚牟このよろに帥であ

るにづいては・自然的・社会的ないろい‘ろの原菌が奉るキ恵われる。学童の身床羊びに精神希

達㍗ても環竿を無視する午とはで予芦㌧㍗の種々？点から先㍗の苧境！≒いて・

略途しておき’たいと患1う。

　　日　　　　　O恵曇。

本　　　α　㌻．
海　査　江　伐　　　　　　　　　　　　　！ノ、．平

　　　　　　　　　　　　　ぺ
　　　　　　　　　　　　　！ニ　ダ
　　　　　　　　　　　　　’　　　ノ’　　　　　　　　グヘ＾・一←・イ．．岡．

　　　　　　　！広一鳥’㌻山・

日
　　　　語．

本∵

・軸

恵
・’昌

看

岸
．句

請鹿島町

嘉

　島根早八東郡甲璋町字片句は松汗市の西北方3里辛りの地・島根半弔？北岸rし下目本海に

面し㍗・松江市より二畑バス恵曇／す羊にて練恵曇町で下車一重あ辛？の山を午北蹄

海岸に位置する純帥部落干あ亭・や根半島芋岸は急細をなして山蝉にせまり・小さ坤、

中が多いぺとに片句は土地がせま／蹄は断崖をなしている・．したがつて交準も非常にネ便

なところで圭る、今目では専曇町に金ずるや＼広し）1本の山路も出来てし）るが，昔ぽ多く小舟

をあやつつて他と交通したことであろうと想像すると，まことに不庭そあつたろう。ことに日

本帯は冬期は荒天の日が多いことを考えると・交通不便は碍像以上ではなかつ午ちうカ㌔．

　片句ぽ脊後に少しばかりめ段々畑をはさんで島根平島の脊梁山脈をひかえている。前面は，

西が高城が鼻，東が「ボダラガ崎」にかこまれた湾口二丁余りの小入江で，三つの小さな窪を

形作り，そこに104戸の人家が密集している。

　住民の生業はいうまでもなく漁業である。片句はもともと釣漁専門の地であつたが，最近は

苧曳その他の綱漁が導入されてし）る・そのほカ）当地方は古来わカ】め・のり．・てんぐさ亨ど？海

草類の採集が行われ，その産額も相当であり質も良質である。これ等の海草類の着生は，海岸

が岩礁をなしていることを証するものである。’そのほか農耕も多少行われているが1，これは面

積も収穫も僅かである6なお脊梁地の山林からは薪炭が十分に供給され亡いる。

　家は多く二階作りであるが，これは土地のせまし・結果と推測される。したがつて各戸とも広

場とし）うものをほとんどもたず，重なるように並んでレ）る。道路もいたつてせまく，」ところど

ころに共同井戸があつで・・その周囲がや＼広い共同の洗場となつている。このような部落の密
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かる。隈ぎられた土地と仕事の需じ限から若いものは出稼ぎが多い；女子は美人系で・松江・米

子方面ρ旅館1料理店で働く，ものが多～

　第2表∴他地・方・との一．交流∴（片旬へ）
ク■　乙　4X　　“　　I1凹　　　　　　　ノJ　　■　　　　　　　　　　　　　〃

松辻 一御津’
犬芦 美煤関 八束 玉造 大野 棄出雲 隠岐 簸川鳥取 県外 ．計・

　
　
才
8
0
以
上
・
7
0
～
7
9
’
’
．
、
5
0
～
・
6
9
4
0
～
4
9
3
0
～
3
9
2
0
～
2
9
　
計

3
1
．
4

／
／

／
！
2
1
／

／
1

榊
門
／
　
2
　
1
　
4

／
2
／
4

4
1
／
9
8
2
2
5

第3表・他　地　方 との交流（片旬より）

1松江1御津 1大芦美保関1八束 玉造 大野 東出雲 隠岐． 簸川 鳥取 県外 計’

才 勇　女 女 女 ．女 ’女 男　女 男　女 宴女
50～59 ／8　4 2 ／ 2 22 25 5／7

40～49 8／2 ／ 「 2 52
／ぎ18

30∴39 412 1 3 3 75 1124

20～29

計 ／332 ／ 3 ／ 6 27 149 2959

第4表一家　族
　　　　　　人　数
組織
独　　　　　　　　身

夫　婦　と　子　供
一　　　　　　　　〃

二　　　　　　〃

父　　と　　子．　供

母　　と一　子　　供

母と夫婦と子供
父と未亡人と子供
二世未亡人と夫婦と兄弟

母　と夫婦　と　妹
親夫婦と未亡人と子供

二世未亡人と子鉾
老夫婦、未亡人、若夫婦、子供

親夫婦、兄弟夫婦、子供

そ　　　の　　　他

　　　　計

構　，成

／
l

・
1

14

2
9

・
1

6

2
12

4

6
2

14

1
4

／4

・
1

4

9

7

5
6

1
／7

8

2

9

9

2

．1

4

10

4

2

7

1
1

ろ

12

2

2

13

単純家庭毒誓簑榊…　　直系家庭警毅諜1珂
その他一　　　／8〃　／8％
1戸構成人員灘芳庭11扶／平均・・1・

／4 15 計臓

3
39

17

2

10

20

2
／

1
／

1
1
／

5
／04

19％
16％

5．3

7．6

／．4

3．9

6．9

3．5

619
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各戸の家族構成に関しては第4表の如く約半数の47％が単純家庭であつた。ユ戸構成人員の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平均も5．7人で日本全体め1戸平均人数より
第5表　家庭の申の夫婦の組織

直系

傍系

計

1緯

62

62

2’揖

18

／8

1・組やもめ

／3

13

1独身1計

98

6
104

完全家庭　　83軒■（80％）

不完全家庭21軒ζ20％）

　もや＼多いが・農村g1戸平均人数より’も少

，一．いg・又子供の相当あ6家庭もあるが，子なし

の家庭も目立つた。

　家庭内の夫婦の組織について見ると第5表

の如く約80％が完全家庭で，20％が不完全家

庭である。漁村の不慮の災害や戦争による影

響が考えられる、

Y　片句部落の文化環境

　分校がおかれているということは，それだ

けですでにこの部落が文化的にめぐまれた環

境でない事を琴味している。

　向片句在住者の学歴を調べると第7表の如

く，60才以上の高令者では3分の1が無学で

読み書き、が出来邸・、又60才以下の人を調べ　’

　部落内に鹿島町立恵曇小学校の片句分校がある。1，2，3，4学年は分校で複式授業をう

け，5，6学年は恵曇町の本佼に通つている。現在の児童数は82名でうち分校生徒60人，本校

生徒22名で類別すると第6表の如くで亭る・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第6表　片1句学童数

＼男

女

計

l　l

9
5

14

1・

10

6
／6

13

4
17

4
61

プ

131

4
2

6

6
10

6
16

計82 60一分校　　　　　22二本校

ても戦前では部落出身者は唯1人の島根師範卒業者を出しているのみである。これ等の点から

考えても文化的に1ヰおくれていると考ネられる・

第7表　学　歴　調
　　1、．尋常小学6年制度以前 2．尋常小学6年制度以後

＼男女 81才 ／／才 6／才 計＼争斑61才 46才 4／才i36才才1～ 31才26才21才1 16才

以上 以上 以上 ～ ～ ～　　　～　　　～一 ～

男 1
／　尋小男・・．常琴！女

5
／4

／
1

3 4
．2．

2
∵2

無学 山’女 8 10 4 ／0 ／3 ／ア ／7 ／7 24・ 10 ≡
2

■＼

『 一｝i，i一
二

読書 男 1 4 3 11壌／二 2 5 3 14 15． 、／2
2
ε 二

少々 ・女 1 7 3
義

z． ．115 23

二i’一一‘一一一
務

よく出 ．男

6
／0 16一

他よセ嬉へ

制

来る 三女 1
1

11’ 旧　制 島師 高女

4隼卒 申学校
／・ 1

農学
男

．一一一
虹その他 ｝女 鱒簑1． 1

一他より

諏働入 1
産高／

新制高校
高女神竹農高1

計 70
1

1
． 家政／

文化施設の面から新聞，ラジォの購読，聴取状況を見ると第畠・表の如くそある。
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　ラジオ，新聞もない家が可成の．数を占めている点が注目される。

　これに引きかえ旧来の講の類は非常に盛んである。お大師講，天理講，一畑講，北島講，金

此羅講などで随分古い伝統をもつているものも多く，これ等への参加者も相当多い。

　第8三表　文化施設∴　　　　一第9表　生活程度
　　　　　全家庭有線放送

　　　　．一新聞　ラジオ

　　　新聞新聞のみラジオ電灯のミシン
　　　ラジオ　　　のみメートノレ

戸数　　31　　／3　　24　　37　　9

　　　上級3／％　　申級37％　　下級32％

　　　イ剛・級1・級・鍬桝級・級1・級1・級

戸数．一8I’10141415　916／0　8

％∴81013．1314　9／5－10’8
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要保護9一　軍人遺■族／0（内6軒は独立）

　なお部落の生活程摩を見ると第9表の如く全体を3投階にわけ，’更に3通りにわけるとほIゾ

各階級が3缶の1位になる。

　最句に片句の人口動態を見ると第10表の如くである。乳児死亡は少い様である。

　第／0表　片旬人口動態（昭和27年～3／年）

　　　出生と死亡　　　　　　　死　亡　原　因
1出生‘死亡 乳児死亡

昭和27年 17 5 0
〃28㍗ ／6

9 1（麻疹）

〃29〃 ／5

7
／（籍）

〃30〃 8 8 0
一〃3／〃 15 4 0

昭和2ア年 昭和28隼 昭和29年 昭和30年 昭和3／年

老　　　衰2 申，神，血，損3 中，神，血，損2 老　　衰4老　　　衰1

申，神，血，損1 老　’衰2老　　　衰2 心臓疾患3 癌　　一／

心臓疾患1 癌　　／ 癌　　1 申，血，損1

．不慮の事故† 結　．核／ 心臓疾患1 不慮の事故1

ひ臓疾患1不慮の事故／

不慮の事故／

但し申，神，血，損二申枢神経血管損傷の略但し中，神，血，損二申枢神経血管損傷の略

w　学童の調査

　片句部落が近親婚濃厚地である事は前述したが，学童の両親の結婚について調べて見ると村

内同志の結婚は53例中38例（71．69％）である。’血縁同志の結婚は第11表の如く，いとこ婚が13

例（25．0％），いとこ半婚1例（1．93％），二いとこ婚4例，（7．69％），計18例（34．62％），こ

の他の血縁者の結婚が11例（21．15％），総計29例（55．77％）。この中で数代にわたる重縁のも

の16例（30．77％）に及んでいる。

　家族又は血縁者の
　　　　　　　　　　　　第11表　血．縁同志の結婚
病気その他について

調べると第12表の如

く，兄弟，’両親に知

能の低いものが相当

ある。精神病的傾向

1ふ∴；1；1；㌧∵llllllll．一

数代に渡る血族結婚1　　　　　　　　　　　　　　　　　16　（3077％）

のあ，るものも多い。色弱，弱視，難聴なども出ている。

　胎生期を見るにひどい慈阻その他もあるが大体問題はない様だ。

sokyu
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　出産も難産の2例をのぞき全

部が熟産め安産である。生下時

の体重去見る1と90b匁以上が11

人であるが全体の平均値は普通

かやや小さい方である。母乳栄

養の割合も61％であまりよい方

　第12表　家族及び血統者の病気

、兄弟低格　6一　　神経衰弱．3

父低格　5　肥満症　3
精神異常　4　　おじ白痴　2
異常な無口　　4　　　色　　　弱　　2

性格異常　3　　眼　　疾　2

変　　　死　　2

弱　　　視　　、2

母低　格　　／

難　　　聴　　1

入学ゆうよ　　1

ではなく，農村にくらべると相当低率だと思う。

　始歩，発証も普通であるが，離乳は遅延の状態である。

　子供達の生活は祖母の手によるものが非常に多い。父親はタ方から仕事に出かけ，翌朝漁獲物

を市場に出して帰宅し，母親はその頃から行商に又は畑仕事に出かけるので無理もないと思う。

　乳幼児期の病気の主なるものを見ると，はしか21例，耳疾10例，病的な野菜嫌い6例，百日

咳4例，肺炎4例，腫物，ジフテリヤの各2例，腸炎，日本脳炎，脱腸，鼻疾，心臓弁膜症，

ぜんそく等1例づ＼ある。はしかは小児病として幼児期にはほとんど皆一度はやるが，耳疾が

多い。ひどい難聴もある。

　知能発育については主として学校で行われた知能検査の結果を利用したので，学年によつて

知能指数の出でいるところと，知能偏差値の出ているところとあるが，学年全体の平均値に対

して片句の学軍の平均値を比較すれば大凡その事が判定出来ると思う。

　二1年生は非常に悪く14例中劣が8例57％で半数以上である・知能偏差値49が1例55が1例で

全体に悪い。血族婚の学童は全部劣である。

　2年生はや＼良くなり劣が2例で知能偏差値51以上が5例もあり，分校の平均が45．2に対し学

年平均は683で分校がはるかにおとつている様だ。血族婚の学童は更に劣り平均が441となつた。

　3年生はI．Q75以下が2例，76～90の中問児が3例，91～110の普通児が10例，u1以上が2例

で平均874である。学年平均の902に比較するとや㌧低い。しかし血族婚の学童の平均は95で

学年平均を上廻つている。　　　、

　4年生は知能偏差値が劣が1例あるが平均が57，8であ6。学年の平均値が不明で比較が出来

ないが普通と思う。血族婚の学童の平均は53．6で低い。

　5年生はI　Qの平均が995で，学年平均の10007よりも少しおとるがまず同程度位だろう。

血族婚の学童の平均はg9．3でおとつている。

　6年生はI　Q67が1例あるが知能指数平均は934で，学年の平均値103．7よりは少し低い。

血族婚の学童の平均は101コで学年平均よりもおとる。以上知能発育を見るに低学年に知能発育

遅滞児が多く，高学年に進むにしたがつて差が少くなる

　精神検査の内，性格については第13表の如く各学年別の1覧表を作つた。温厚の17例，無口

の13例，真面目の11例，軽卒9例，多弁8例，正直8例，鈍感7例等環境性が考えられる。

　身体的所見は各専門医の厳密な診察を必要とするが，今度は管野医師の診断と学校の身体検

査結果によつた。身長と体重については第14表，第15表の如くそれぞれ学年別に全国平均，埼

玉県平均・島根県平均と比較した・1男女に分けて見ると一・二他をぬきんたでところもあるが
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第／3表 学年別性格一覧表
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ほとんどカミ劣つているようだ。血族括婚の家庭の子供の身体発育を見ると，他との比較が出来

ないし例数も少いのではつきりいえないが学年の平均値を下廻つているものが多い二

　その他頭型，耳疾，歯列，色神・，聴力，どもり，視力，体型，崎型等についてまとめると第

16表の如くである。トラホームの23例，扁桃腺肥大の16例，難聴7例，中耳炎4例，体型異状

が5例，色盲2例，色弱1例，その他口芸垂の右曲，左曲等相当あつた。漁村地域にトラホーム
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第15表　体重の比較
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第16表　1身体的所1見

学年

．2

3

4

5

6

頭型

後方細
長い／

耳疾

申耳炎

　　／

〃2

．〃1

歯列 色神

紅緑
色盲1

色弱1

蟹＝1

1聴力

難聴

〃4

〃2

．どもり 1視カ

ひどい

近視1
近視や
㌧多し

体型

肥満型

　　2

小垂

短頸／
肥満症
　　／

崎型二 そ　　　の　　　他

トラホ　　　　　ロ蓋垂左曲り1
一ム　扁・肥3軽前頭症　　1
　　4　　　　心　　臓　　1

　　　　　　口蓋垂基笑1
”　2　”　　1左曲り／角膜混濁

　　　　　　右曲り2　　．1
　　　　　　　　　左曲り
〃　6　〃　5　口蓋垂先二つわ
　　　　　　　　　れ

〃　4一〃　4　〃　左曲り　1

　　　　　　　　　左曲り　1〃　2　〃　2　　〃
　　　　　　　　　先二分1
　　　　　　　　．右曲り’1
〃5一〃　3　”　短く横広／
　　　　　　心臓弁膜症　　1

細長型申耳炎
　　／　　4

蟹・…聴準7・鎧ゾ巴満弩＝

色弱1　　　　　　　　　小型1

警t短頸1

卜∵号二搬1
偏触扁桃腺員吠刊鑑不ユ

患者の多いのは褒境衛生の低ぎを物語つている。遣伝負因を思わせる色盲，難聴には注意を要

すると思う6崎型児の出生は1例もなカ三つた。

　参考までに学年別調査表をのせておく。



第／学年／・｛妻琴

番号

、1”

8”

／0”！

11”

30ク

3ガ

32’

33”

34”

35”

36”

501

52”

53’

男女

♂

9

9

♂

♂

9

9

9

♀

9

♂

9

9

男5

女9

計
・14名

結婚胎生期

二い
とこ

いと
こ半

悪阻
ひどし

血

いと

」
いと

」

いど’

こ2悪阻ひど

いとし　1
こ半1
ふた
いと
こ1
血・婚

率

35．6

　％

出産
熟・早

難・鉗

熟・安

〃　〃

’〃　〃

〃　〃

〃　〃

〃　〃

〃　〃

〃　〃

〃　〃

〃　〃

〃　〃

〃　〃

全部安
産、

熟産

体重

730

920

650

780

8／0

900

／000

780

800

800

800

平均
婁15匁

血族婚
，平均

772匁

栄養

母

母

混

混

人

母

〃

〃

混

人

母

人

母乳

混合

人工

母乳
の

合割

％2＝
50％

始歩

月
／ア

1
1

16

／5

／
1

／2

1
1

／5

16

15

普

15

13．9
ケ月

初語

月
普

16

普

〃

〃

早

〃

普

15

普

10

普通

離乳
完了

年

4

2

遅い

主な
保育
者

母

母十
祖母

祖母

〃

〃

母

〃

祖母

母

〃

〃

母

祖母4
母と

祖母1

祖母
の手
にか
かつ
た率
45．5

　％

主な
病気

6才

はしか

4才

はしか

はしか

はしか

5才

はしか
肺炎

耳疾

百日咳
偏食

知能
指数

29

25

35

25

3
1

27

33

47

37

49

29

37

3
1

55

精　神　検　査
容貌

ポカソ
として
いる

しまり

少し

肺炎・一。似下。

はしか（57・1％）

　535～505
耳疾151以上1

　　計　14百目咳

　1血族婚は
　　全部劣
偏食1

言語

無口

多弁

無口

絨黙

多弁

〃

無口

多弁

無口

盤

動f乍 態度1

勝気

落着き
なし

わがま
㌧

すねる

まじめ
がんば
り

世話好
き

快活

根気な
し

軽卒
勝気

移り気

依頼心
強し

甘える

感情

移り気

はづか
しがり

あきや
すい

性格

小心
勝気

根気なく

小心
しつかり
している

わがま㌧

素直でな
い
わがま㌧

わがま㌧
依頼心

勝気

勝気

快活

人よし

わがま＞

軽卒
わがま㌧

わがま㌧

まじめ

勝気

身　体　的　所．見
身長

109．2

107．6

／／2．8

105．9

／09．2

／12．6

／14．2

／／0．0

／05．4

て12．3

／0／．0

一／04．9

11／．2

104．0

体重

／8．0

16．5

1ア．5

／8．0

175

19．0

24．5

17．2

／6．5

20．0

／4．5

／8一．0

／7．0

／6．0

頭囲

50．0

51．0

50．0

50．4

52．0

53．5

50，0

52．0

49．2

52．0

49．0

。平均値

男108．7

女108．5

計108．6

血・婚

107．12

17．9

17．9

17．9

17．3

51．2

50．6

50．8

50．15

頭型 耳疾

中耳

と

申耳

炎1

歯列1色神聴力

難聴

難聴

｝もり 概確 体型

肥満

肥満

肥満

その他

トラホー
ム

扁・肥

トラホー
ム

トラホー
ム

扁・肥
口蓋垂

　左曲
トラホー
ム

軽度大頭
症

扁・肥心
臓に雑音

1ニラホーム

　　4
扁・肥　3

口蓋垂左曲仁「
　　　1　切
軽度大頭症

　　　1
、心麟に雑音

　　　1

sokyu

sokyu

sokyu



第・学年1・／婁／2

番号

2”

5”

12〃

14〃

／9’

201

21’

22”

23”

24’

25’

26’

27’

281

291

49’

男女

♂

♂

♂

♀

9

9

9

♀

9

♂

♂

♂

♂

♂

♂

男10

女9

計16

結婚繁

珪
いと

」
血

血

ビと

血

いと
こ

二い
とこ

εと

し、とこ

　4
ふたい
こと

　2
卑族3
血・’婚

率
56．1％

出生

熟早
難・鉗

熟・安

〃　〃

〃　〃

〃　〃

〃　〃

〃　〃

〃　〃

〃　〃

〃　〃

〃　〃

〃　〃

〃　〃

〃．〃

〃　〃

〃　〃

〃　〃

全都
熟産で

安産

体重

690

800

800

ア50

800

670

850

800

750

700

850

800

850

ア50

750

700

平均
769．3

　匁
血族．

平均
760

栄養始歩

　　月混

＿」i
母　15

母　15

混　12

母　14

人　／8

母　搬
＿」＝
母　／5

母て3

母　14

母　15

母　12

母．／4

混　1’5

母　15

母　／5

母乳

　12平均
混合314－3

　　ケ月人工1

母乳
の

割合
1ラ｛6

75％

発語

月
普

丁」lL

普

早

ア

12

並目

並目

並目

2
並目

おそ

L普
丁
二
おそ
い

並目

普通

　10

遅い

　3

離茅L．

年

マ

二

遅い

主な
保育
者

祖母

祖母

母

祖母

祖母

軒
鯉
祖母

母

母

母

母

母

祖母

祖母

母

祖母

主な病歴

．耳．疾

はしか

．ポ繁

おでき

訂しか

O－5才肺炎
病　弱
耳疾で入院

7才はしか

偏　　食

繁中繁

偏　　食

7才はしか
7才日本脳炎

8才腸感冒

偏　　食

碁夏瞭

灘
4
／

46

43

46

59

44

47

59

25

／2

47

42

64

5
1

47

5
／

■精’’神’検1査
容貌1言語；動咋1態度1感情い性格

無口

多弁

無口

多弁

多弁

低声

鐵黙

智

多弁

時々

司曝

僕砧
　　わがま軽卒　　　㌧
芭着きな

よく立腹短気

勝気体さい
　　家
世語ずき立腹

熱意なし

わがま㌧立腹

口を半開

乱雑
　　涙もろ真面目し

負けぎ
らい
」頑固．

まじめ…鰍

1気むら

乱雑1

従順

軽卒

人よし

わカミま㌧

勝気

全壮

漂撃、

膿しご

わカミま＼

盆蟻

罐妻

孝金拙、

塞ぼせも

身　体　的■所■見
身長1

軽卒

I／／6．2

／14．6

／／4．8

／08．6

／12．6

／05．0

109．0

119．6

／15．4

／05．0

112．6

110．6

／／8．8

／／6．8

／／0．0

体重1頭囲1頭形1

母7
祖團：8

母と

祖母1
祖母
の手
によ
る’．も

の

56．2

　％

はしカ・　5

耳疾、難聴4

百日咳　1
賜炎．．1
肺炎　1
腫物　1
目本脳炎1

偏食　1

34以下2
35～509
51以上5
言十　16
平均45．2

血族婚
34以下1
35～506
51以上2
平均44．1

のんきI／098’

21、’615／．5

一一1－
／9，55／．0

／9，051．3

17，549．5

／8，0

／6，0

／9，0

19，2

20，0

！

一
50，0

51．5

1ア．047．5

－1－
／9，851．0

－1－／8，250，5

22，55／．0

19，25／．0

／7，2

／6．5

50，5

52．0

平均喧

男113，319．ユ50．9

女111，118－250－3

㌃12差618’7550’7

・・…1・…i・・…

耳疾

中耳
炎

裏耳。

歯列 色神

紅線
色盲

麗

聴力

首裏鰯

幽
難聴

左難
聴

轟聴

難聴

4

ど1l1覗カ墓1体型

l
l
l／．2

」0．2

0．4

T1
0．7

1．0

」」！

0，9

10．8

皿／．0

』
0．7

0．7

可
皿／．0

1．0

／．2

／．0

π／、0

0．7

0．8

而1．0

小さ

い

その他

畠

エラホー

口薯謡り

蟻立

よラ線

耳殻左大

口薯語り

左扁・肥
左角膜点
状混濁

扁肥　　1
トラホーム

　　2口蓋重

　右曲2
　左曲1
耳穀左大

左角膜点状

混　　濁



第・学年／・1妻11

番号

4”

6’

ア’

gl

／0”

16”

231

301

351

571

38’

391

40’

4／1

421

43’

5／’

男女

♂

♂

♂

9

♂

♂

9

9

♂

♂

♂

♂

♂

♂

♂

9

♂

男13

女4

計17

結婚胎生期

いと

」
いと
こ
一

いと

」

ぜんそ
くにて
危険状
態

血

いと
こ

つわり

いと

」
血

いと
　　ぜんそこ婚く1
　5
血婚つわり
　2　　1
血・婚

率

41．2

　％

出産
熟・早

熟・安

〃　〃

〃　〃

〃　〃

〃　〃

〃　〃

〃　〃

〃　〃

〃　〃

〃難

〃　〃

〃　〃

〃　〃

〃　〃

〃　〃

全部
熱産
安産14

難産1

体重

750

／200

900

650

920

750

700

650

720

760

．／000

800

900

600

810

平均

807．3

　匁
血族婚
平均

851，4

　匁

栄養

母

母

母

混

母

母

母

混

母

艶
母

混

母

混

母

母

母10

混4

貰乳1

母乳
の

割合
66％

始歩

月
」2－

／5

12

∫澁

日

13

／5

1
／

／3

／5

／5

／5

2才

／
／

12

／2

普通

や㌧

遅い

　　　主な
発語離乳保育

　　　者
並　年目　　母

〃　3母

〃　／．5祖母

〃

〃

祖母
±昼
母十
祖母

〃　　母

〃　　母

厩｝一　　3祖母い

普　　祖母

〃　　母

〃　　祖母

おそ

L早
丁
」lL

〃

　母

　祖母

3祖母
4祖母
　十母

普通遅い母6
　　　祖国6

鷲髄・
　2

祖母の
手にか
かつた
率

60％

主な病気織容貌＝言謂動作尚感和格

　　　83
左耳ききに

，1倒嚢所％

後頭部2針

4才左中耳　g2
炎難聴

耳きこ元に／00
くい

5才鼻に外g3
傷

3才小児マ
ヒ耳悪し　66
偏食

　　　95
6才はしか　102

裟、腸炎／02

生直後

申耳炎　83
6才高所よ
り転落

脱腸手術1／2

　　　／／2

は‘しか

はしか

53

ア9

98

102

108

無口

はしか375以下2血族婚
耳炎　476～90375以下0
難薩
　　91～110　　76～902高所よ2’　10
り転落　　　　　　91～110
腸炎・111以上。　一・
脱腸・詞・・111以上。
鼻疾　1
　　平均874平均　95

緩慢

稲発

口をあけポ
カンとして
いる

勤勉
よくすねる
なまける

真面目

口をあけポ
カンとして
いる

まじめ

熱心
まじめ

正直
　　快活

正直

落着きなし
口をあいて
いる

正直淡白

正頂1

温厚

温従

温良

温良

従順

温順

温順
内向型

悪気なし

温順

温厚

おとなし

従順

身　体　的　所　見一
身長1体重1頭囲1頭形1耳疾1歯列1色杵1畑カト1l1祓ヵ刻体型

／／2．4

／／4．0

／25．8

／23．0

／30．5

／14．4

／23．4

／／7．9

／／2．4

122．6

／21．2

／／7．6

／／9．4

／／7．4

／19．8

122．4

／2／．0

2／0

19．8

27，0

23，0

25．0

／8．8

24，0

2／．3I

22．0

25．5

示
。1．1

50

51，3

5／．2

52，5

53．5

49，0

52，0

52，0

51，7

5／．5

53．8

26，0

22．0．

21，5

26．5

22．5

49，7

55．0轟飲

51，5

5／．3

54．0

51．7

平均値
男119．1

女121．8

全119．7

血・婚

’22，9

23，7

23．08

51，4

52，6

51．7

・1…1・…1・1…

申耳

炎1

色弱

巾坤炎

右裏魑
巾上『炎

色弱難聴
1　　2

1．51頸短
／．0■肥満

0．8

1．0

－

j0．8

0．8

／．0

1．0

0．8

0．8

／．2

／．2

／．0

／．2

下
」
0．8

1．0

／．0

／．5

1」
0，9

1／’．0

1．．0

0．8

坦／．0

0．9

その他

扁・肥

扁・肥
トラホームー

口蓋垂　・

　先2分
トラホー
ム

扁肥

トラホー
ム

トラホー
ム

トラホー
ム

精薄

口蓋垂
左曲り

トラホ〔
ム

扁・肥3

トラホーム　ト

　　6べ口蓋璽
先が二っに
分れている

　　1左曲り　1

sokyu

sokyu



第・学年1・／妻1

4819

4719

46’♂

45’♂

441♂

52’9

41”♂

36’9

34’♀

35’

5／’

221

2／1♂

熟安

〃　〃

〃

難・錨

！安

血　　　　〃〃

いと　　〃〃
」
いと
　　　　〃　〃こ

〃　〃

悪阻ひ
　　　〃　〃どし

〃　〃

いと　　〃〃
こ一半

〃　〃

二い
　　　　〃　〃とこ

750母

780母

770母

600母

800混

800人

　混

650人

860母

800母

800母

900母

850母

月　月年
／5早め　母　　　62

13普　　祖母　　　　47

10おそ　母　　　62
　い

13普　　母　　　　58

／／〃4母はしか63
／／　8　　母　　　　57

　　　　　　！肺　炎
　早い　　祖母質」　弱　50
　　　　　　ソフテリア

／515　　母　　　　55
　　　　　　2才百日せき
1／普3祖母3才　　73
　　　　　　脚腫物入院

11早　　母　　　　66

／0普3祖母はしか42

14〃　　母3才はしか6／

　　　　　　3才
13　13　3祖母百日ぜき　56

3才はしか

男6

女

計1

いとこつわり全部平均母乳。1平均遅い不明母・はしか・平均

　2　1熟産　　　　　もの　　祖母5　　　値いとこ　　　　780匁混合12・2　2　　　肺炎157．
㍊撃産金1睾銚ヂ普晃1ニニ甜咳・墨族
とこ1　他は安・5。匁の　　　　手にかジフテ1ヤ平均
血族1　　　　産　　　　　割合　　　　　　　　　かつた　　　　　1　53．

血・婚　　　　　　　　69．　　　　　　率
摩4％　　　％　　384・腫物1

従順

や㌧軽卒

積極的快活

良野
時にすね
る

活気真耐目

勤勉

〃　　　’

活気
乏し

熱心

まじめ

や㌧不従
順

温和

温和
軽卒
温和

温順

温厚

温良

温順二

従順

温厚

真面目

温和
正直

温和

身一」体一■的 1所　一見』

身長俸重1頭囲1頭形1耳疾1

122．4

／’28．0

／23．4

126．2

1／9．4

／／6．8

129．8

’27・4

／25．8

／22．8

／25．2

／／9．0

160．8

　520
　54．’0

　50，0

　52，5

　50，0

　50，5

　5／．5

　51，5

　53，5

23，652，5

22，552，2

22，553．0

29・5i530

平均瞳

男125．36

女123．54

全124．3

．血・婚

24．48

23．72

24．07

52．36

51．78

52．05

・・咋・・1…

歯列1色神1聴カ どll1覗カ茎

1．5

1．5

1・．0

』
0．9

坦
2．0

2．0

／．2

1．2

0。．4

坦
／一．0

1．0

／．0

」
1．5

2．0

2．0

⊥2

1．5

』
0．2

』
／．0

／．0

体型 その他仏
　　　㍉o◎

扁・肥’

トラホー

ム

トラホー
ム

トラホーム

近　視
扁・肥

扁・肥

口蓋垂
　左曲り

トラホー
ム

1扁・肥

近視

扁’珂艮、4

’トラホーム

　　4
口蓋垂
左曲り1
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第・学年・ほ1
番号

／6”

15’

男女

9

9

結婚 瞥
出産

熟早
難・鉗

熟・安

〃　　〃

体重

750

800

栄養

母

混

始歩

月

／5

／5

発語1

月

／5

／2

離乳
主な
保育
者

母

母

主な病気

偏食

ア千ましか

綴

104

98

精　　ネ申　検　　査

碑言詞動作！態度1感情1性格

無口

多弁

不活灘

性急

陰気

無遠慮
移り気

あきや
らトー、

無　口

不活激

多　弁

せつカ〉ち

身 体　　的　　所　　見
身長1体重1

／24．01

122．ろ

280．

22．5

頭囲1

53．5

5／．0

頭形1耳疾1歯列1色神1聴カ

雛

どもり
細封体型

1
：
1

l
l
l

その他
産
早
鉗

出
熟
難

巴
先引

薄
ム

巴
曲
一

月
垂
左
ホ

擢
㌘

視近

「
o
貢
J

1．0

不明

（
∠
0
　
　
　
　
　
　
4
4

∩
U
0
　
　
‘

502402／

52424

52
温　和

注意散1曼
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気
や

り
き
、

　
　
し

移
あ
す

直
く
気

　
る
り

正
明
移

明るい㌧
卒

や
軽
．

おとなし
い

従順

／29．8 33．853不活駿

真面目

自已確立
／29努力家

敬
、
、

　
、
h
］

意
　
㍉

注
慢
d

まけぎ
らい．

落着・き

なし

口無

口無

■

99

5

99

82

鯛
扇
蕊

ー
か
1

、
し

　
ま
　
　
．

才
－

　
か

　
し

　
ま

才
－

母

6祖母

・
早

普

〃

／3

〃

叫

μ

母
　
　
　
混

母
　
　
　
混

008〃〃

∩
U
－57〃〃

00
6
．〃〃

007〃〃

血

　
　
　
　
い
こ

血
　
　
二
と

小
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O

♂

’
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’
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・
（
∠
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ー
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分
－
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－

二

壷
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先
左

口

紅縁
色盲

1
男124．07
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全125．7

血・婚
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3
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母
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はしか3
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母
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母
母
に
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母
祖
母
祖
祖
手
か
率

母乳
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3

3
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ケ月
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醐
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3
匁
　
j
　
カ
婚
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3
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‘
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第・学隼1・／妻；

番号

18’

1ア1

101

g”

8’

7”

6”

51

4’

一3・

2’

11

男女

．g一

9

9

g1’

♂

♂

♂

♂

9

♂

♂

男

女

計1

結婚一

いと
こ
一

血

いと
こ

〃

〃

二い
とこ

いと

こ4

ふた
いと

こ1

血族1
血・婚

率

50％

胎生期

下腹が
よく冷
えた

空襲申
にてビ
クビク

戦時下食
糧に苦労
子供の出
生を喜ば
ず

つわ’り

ひどし

十二指
腸虫

空襲の為

　一1戦時下食
糧難　1

つわりひ
どし　1

冷え症1

＋二指腸
炎　　1

出産
熟・早体重
安・難

熟・安800

〃〃800

〃〃920

”〃650

〃　〃

〃　〃

900

700

〃1〃800

〃〃730

〃〃800

〃〃750

〃久6刀0

全部番均

　　768．7熱産
安産
　　女790
　　全体
　　774．5
　　血・婚
　　763．3

栄養

母

母

母

混

母

母

万不足

虹
混

混

混

母

母7

混合

母乳
■’の

割合
63，

　％

始歩

月
12

12

14

並目

12

15

／5

／5

／2

／0

／7

平均

13．

　月

　　　主な初語難揮主な病気

月年普、母やさいき
　　　　　らい

　　　　　3才ひきつけ
〃　5母
　　　　やさいきらい

　　　　はしか、
〃　　祖母やさいき
　　　　　らい

　　祖母〃　　　　ぜん息　　　姉

並広

目

〃

10

普

〃

〃

／．1祖母亘
　　　ソフテリヤ

　　　耳の手術　母（申耳炎）

3祖母耳　痛

　母70日肺炎

母心臓弁膜症

祖母

。3母ト
　　祖母

　　　母：　5ソフテリヤ1普通遅い　　　母祖4心臓弁膜症1
　　　　　耳　疾　　　髄・肺炎・
　　　　　はしか　　　祖母の　　　手にか喘　　息
　　　かつたひきつけ
　　　率　偏食
　　　545％野菜嫌い

ム1

知能1
精 神　検　査

指数一容貌1言語；動作1

／04

／14

99

86

99

105

67

111

104

118

／07

平均

93．4

血族
婚
平均

101．1

無口

無口

〃

無口

活発

不活
発

不活
発

く“づ

態度1鱗1性格

乱暴

ひかえ
目

責任感
強

乱雑

おとな
しい

不活発

乱雑

はつき
りせぬ

杜交的

女性的

乱暴

親切

むらあ
り

ぽづか
しがり

涙もろ
い

見えぼ
う

表裏な
し

したし
みやす
い

乱暴
持久力な
し

や㌧暗い
が正直
礼儀正し

だらしな
い

非常にわ
となしい

内気

おとなし
い

調子にの
る

単’純

孤狼
いんき

しつかり

もの

おとなし
い

短気
乱雑

身　体 的　所　見
身長1体重1頭囲1頭形1耳疾

132．0

／き0，0

／き2．5

／27．0

129．4

／27．0

／39．0

／3！．0

143．5

／34．7

／27．5

140，5

29，0

27，7

30，8

27，4

26，6

26，0

35，2

28，7

34，5

26．8

27，5

32．5

50．5

52，0

51，0

52，0

50，5

53．0

54．0

50，5

52．0

51．5

平均値

男131．48

女136．9

全132．84

血・婚

28．φ5

30，7

29．39

・・叶・・

51，5

52．16

51．7

51．4

歯列1色神1聴カl1ll1覗力墓1体型

／．0

0．9

1．0

／．0

／．5

／．5

／．2

／．2

／一．2

1．2

／．2

／．2

1．5
，1．5

1．5

1．5

1．5

0．9

1．5

／．5

／．2

1．2

1．0

／．0

その他

扁・肥・

心臓弁膜
症

9

トラホー’

ム

トラホー
ム

トラホー
ム

トラホー
ム

扁桃腺ぜん
そく

口蓋垂
短かく横に
広い

口蓋垂

右曲
扁・肥

トラホー
ム

扁・肥3
トラホーム

　　5心臓弁膜症

　　1口蓋垂

短かく横に

広い　1
右曲　1
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51

む　　す　　び

　私共は島根県八束郡鹿島町字片句部落の近親婚濃厚地の地域，家庭環境並びに小学校学里82

名の調査をした。狭隆地域内支配を余儀なくせねぱならぬ地理的条件をもつ僻地，内部条件と

しては同職業者の集団で家庭的条件の差異が少く，閉鎖された社会であり，外見的には安定．し

ているように見えるが，保守性が濃厚で，家庭の内部に多くの問題をもつている事が学里青年

の性格，行動にみとめられた

1・次に私共の調査資料から身体発育を見るに，身長も体重もや＼劣つている。

2．知能発達の面でも相当劣つている。ことに血族婚家庭の子供が更に低い様だ。家族並びに

　血縁者の中に知能発育の低格者が相当あるので，遣伝負因と考えられるものもあろう。環境

　性の遅滞児もあろう。無知と経済的原因からの栄養上の欠陥，養護あやまり等も考えられる。

　小学校1年生が最も悪く，2年，3年，4年と徐々に向上し，本校に行く様になると大差な

　いまでに発達してくる。

3　性格は一般的には僻地の子らしい重厚な無口なおとなしさが現われているが，高学年の乱

　暴，陰気等に部落民の団結，排他的対抗意識的なものがうかがえる。

4・身体的所見としては遺伝負因を思わせる，紅縁色盲の2例，色弱の1例，ひどい難聴7例

　等がある。血族結婚に起因しているものではなかろうか。

5・　長い問血族結婚が続けられているにもかかわらずこれ等の外の遺伝性疾患，崎形のほとんど

　ないのは片句部落集団に悪質な疾病の遺伝質が存しないのではなかろうかと思う。

　最后にこの調査に御協力頂いた鹿島町立恵曇小学校長並びに先生方，鹿島町役場の方々，片

　句婦人会町山本富子様，烏取大学精神科主任教授新福先生並びに管野喜与先生，島根大学教

　育学部学生天野敬子，今岡良子様方に感謝の意を表します。
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